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例題例題例題例題6.16　下図に示す連続はりの各支点反力を求めなさい．

解解解解答答答答　図1の連続はりと等価な系は図2のようになる．固定支点では反力と反モーメントを，その他

の支点では反力を，それぞれ青い矢印で表現している．図2の系について，力のつりあい式は下

向きの力にプラス(+)符号を付けて
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が成り立つ．モーメントのつりあい式は反時計回りのモーメントに(+)符号を付けて，点Fまわりで
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　未知の量は全部で７個あるが，二つしか式がないので残りの５個を変形に関する条件から求め

る．その前に，各区間での曲げモーメントの式を書き下しておくと
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　たわみ角の式は各区間で
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と表すことができる．たわみ関数は
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となる．たわみ角の式ならびにたわみ関数は点B，C，D，Eでのたわみ角ならびのたわみの連続条

件を満たす．

　支点での条件は
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が得られ，式(H)から(L)が式(A)と(B)に追加される式となり，全部で７個の式ができるので解くこと

ができる．

　さて，式(H)から(L)を見ると と を含んでいないので５個の未知量( ， ， ， ， ）R
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に対して５個の方程式がたっていて，式(H)から(L)はこれだけで閉じた式系になっている．まず，

式(H)から(L)の解を求めることにする．いろいろな解き方があるが，ここでは単純な方法で解くこと

にする．
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が求められるが，結果は省略する．実際，これらの表示式はかなり面倒な分数式になるので手M
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で解くことはあきらめたほうがよいかもしれない．それより，式(A)，(B)，(H)-(L)までを正しく求めるこ



式(A),(B),(H)-(L)の係数：[A]
式(A),(B),(H)-(L)
の右辺のベクトル：{b}

逆行列[A]-1 の要素 反力など：{x}=[A]-1{b}
図図図図3
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とができればあとはどうとでもなりそうである．ちなみに，表計算ソフトを使って計算した反力などの

数値を図3に示す．反力などを未知ベクトル ，式(A)，(B)，(H)-(L)の係数をマトリックス ，右辺6x> [A]

の値をベクトル と表すと連立方程式 で表されるので，ベクトル は の逆行列6b> [A]6x>'6b> 6x> [A]

として で求められる．得られた数値を使って描いたBMDを図4に示す．[A]&1 6x>'[A]&16b>


